
鉄骨露出柱脚・基礎梁主筋定着部編の背景

「SABTEC機械式定着工法RCS混合構造設計指
針」（2018年）2）の鉄骨露出柱脚・基礎梁主筋定着部
編（以下，露出柱脚編）は，JIS適合アンカーボルト
を用いた在来露出柱脚および既製品露出柱脚を想定
した計16体の実験を基に構築されている。露出柱脚
編3章では鉄骨露出柱脚・基礎梁主筋定着部の基本
事項，4章では鉄骨露出柱脚・基礎梁主筋定着部の
設計，5章では柱型部せん断設計が規定されている。

本連載第3回では，第2回SS7組込プログラムRC
接合部5）に引き続き，SS7組込プログラム露出柱脚
基礎梁について紹介する。

SABTEC 指針露出柱脚編の基本事項

⦿適用対象の露出柱脚

適用対象の露出柱脚は，JIS B 1220適合アンカー
ボルトを用いた在来型露出柱脚および既製品露出柱
脚であり，既製品露出柱脚は露出柱脚編6章 柱型部
配筋詳細設計例対象のベースパック，ハイベース
NEO，NCベースPシリーズとしている。また，SS7
組込プログラムでは，図1に示すように150×150mm
～750×750mmの角形鋼管と組み合わせて用いられ
るベースパック，ハイベースNEO，NCベースPシリ
ーズの既製品露出柱脚を検定対象としている。
⦿アンカーボルトの構造規定

①JIS適合アンカーボルトの場合，アンカーボルト
定着長さLab≧20daとし，既製品露出柱脚アンカ
ーボルトは第三者機関の評価を得た既製品メーカ
ー仕様としている。

②最外縁アンカーボルト中心側面かぶり厚さCsa≧4da

とする。
da ：アンカーボルト軸部直径

⦿基礎梁主筋定着部の構造規定

①基礎梁上端筋は，基礎形式にかかわらず，機械式
直線定着としてもよい。

②基礎梁下端筋は，直接基礎の場合，基礎梁中段筋
を配置すれば，機械式直線定着としてもよく，杭
基礎の場合，機械式直線定着としてもよい。

③機械式直線定着の基礎梁主筋定着長さℓagは，式
（1）による（図2）。
ℓag≧max（ℓa0, 16db, Lag）, 

　Lag = Dc＋jta
2  

（1）

ℓa0：SABTEC指針式（8.1）による必要定着長さ
Dc ：柱型せい
db ：基礎梁主筋呼び名の値
jta ：最外縁アンカーボルト中心間距離
 ただし，杭基礎の場合，柱型部下面からL2または
L2h以上の定着長さとした杭頭補強筋を配置する。
L2，L2h： JASS5の直線定着長さとフック付き定

着長さ
また，SS7組込プログラムでは，基礎梁中段筋を

配置する場合は適用対象外としている。
⦿jta区間外の基礎梁上端筋定着部

既製品露出柱脚の場合，図3に示すように，jta区
間は最外縁アンカーボルト中心間距離であり，jta区
間内に配置される基礎梁主筋1列の本数が制限さ
れ，基礎梁主筋の呼び名が大きいと，jta区間外にも
基礎梁主筋を配置することがある。ただし，jta区間
外の基礎梁主筋定着部は，従来どおり，折り曲げ定
着とする必要がある。
⦿柱型部せん断耐力の算定

柱型部せん断耐力Vpuhは，露出柱脚編5.2節に従い，

式（2）で算定する。
Vpuh =κ u･φ･Fj･bjh･Djh （2）
　L形柱型部：κu=0.4, T形柱型部：κu=0.7
　ト形柱型部：κu=0.7, 十字形柱型部：κu=1.0
　両側直交梁付き接合部の場合：φ=1.0
　それ以外の場合：φ=0.85  
Fj＝0.8Fc 0.7　 （3）
　φ：直交梁の有無の補正係数
　Fc：コンクリートの設計基準強度（N/mm2）
　Bjh，Djh：柱型部水平有効幅と水平有効せい
　L形，ト形柱型部：Djh＝ℓag

　T形，十字形柱型部：Djh＝Dc  （4）

SS7 組込プログラム露出柱脚基礎梁の基本
事項
⦿SS7組込プログラム露出柱脚基礎梁・別途計算機能

表記の別途計算機能は，図4に示すように，1.2.1
データ入力，1.2.2検定結果，1.2.3出力指定で構成
され，1.2.1データ入力は，①対象結果の選択，②
標準使用材料と計算条件，③柱型部横補強筋比，④
定着耐力の低減係数，⑤断面検定省略部材，⑥基礎
柱，⑦定着金物および検定指定からなる。

製品名
適用柱サイズ

□150 □175 □200 □250 □300 □350 □400 □450 □500 □550 □600 □650 □700 □750

ベースパック
Ⅰ型（保有耐力接合タイプ） Ⅱ型（保有耐力接合タイプ） － － － －

－ － － － FX3（保有耐力接合タイプ）
－ － － － S3（柱脚ヒンジタイプ）

ハイベースNEO
エコタイプ（鋼製ベースプレート） － － － －

－ － － － Gタイプ（鋳鋼製ベースプレート）

NCベースP
4本タイプ － － － － － － －

－ － － － － 8本タイプ
－ － － － － － － － － － － － 12本タイプ

図1　SS7組込プログラムの既製品露出柱脚・適用サイズ

図4　�SS7組込プログラム露出柱脚基礎
梁・別途計算機能

SS7 本体
別途計算機能

1．機械式定着の検定
　□1.1 RC接合部（Ver.2019.1）
　□1.2 露出柱脚基礎梁
　　1.2.1データ入力
　　　　1.2.1.1 対象結果の選択
　　　　1.2.1.2 標準使用材料と計算条件
　　　　1.2.1.3 柱型部横補強筋比
　　　　1.2.1.4 定着耐力の低減係数
　　　　1.2.1.5 断面検定省略部材
　　　　1.2.1.6 基礎柱
　　　　1.2.1.7 定着金物および検定指定
　　1.2.2 検定結果
　　1.2.3 出力指定

図2　露出柱脚・柱型部配筋詳細
水平断面詳細
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図3　既製品露出柱脚 jta区間（例）
ベースパック：形状ニ ハイベースNEO：Gタイプ NCベースP：8本タイプ
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連載 SABTEC機械式定着工法 RC構造設計指針・SS7組込プログラム取扱説明書（2019年）

SS7組込プログラム露出柱脚基礎梁
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変更しなくてもよい。
⦿出力項目と出力内容

出力項目は，表6に示すように，検定計算に用い
た定着金物種類と柱脚形式の表示，各検定箇所での
検定結果と検定項目ごとの集計値としている。

おわりに

本連載 第3回では，SABTEC指針露出柱脚編の
基本事項2）およびSS7組込プログラム露出柱脚基礎
梁の基本事項および概要について紹介した。

また，本連載 第4回では，RC接合部と露出柱脚
基礎梁の適用例について紹介する。

 （ますお　きよし）
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値は，露出柱脚メーカー設計ハンドブックの値であ
り，Dcoは設計ハンドブックの柱型部せいを示す。
⦿柱型せいDcの算定方法

既製品露出柱脚の場合，表3に例示した露出柱脚
メーカー設計ハンドブックのアンカーボルト軸部直
径daおよび柱型せいDcoを用いると，露出柱脚編3
章（2）（a）の最外縁アンカーボルト中心かぶり厚さ
Csa≧4daの構造規定を満足しない場合がある。

そのため，SS7組込プログラムでは表4に示すよ
うに，既製品露出柱脚の場合，柱型せいDcを三つ
の採用方法で定めている。同表中の“－1”を入力し
た場合，式（5）の柱型せいDcを採用する。

Dc=max（jta＋2Csa, Dco, Dc1）  （5）
　Dco： 露出柱脚メーカー設計ハンドブックによ

る柱型せい
　Dc1： SS7本体で定める柱型せい（ベースプレー

ト＋200mm）
SS7本体での在来露出柱脚の場合，表5に示すよ

うに，各項目ともに，検定式では，「設計応力式＜
柱型せいDcに係わる耐力式」の関係が常に成り立
つ。すなわち，柱型せいを大きくしても検定結果は
変わらないので，式（5）の柱型せいDcがDcoよりも
大きい場合，柱型せいDcの増加分は増打ちコンク
リートとすれば，SS7本体での当初設計の計算値を

一方，別途計算機能で得られた計算結果は，SS7
本体の計算結果に反映されない。
⦿検定項目と検定内容

表1に示すように在来露出柱脚では，非保有耐力
接合部の場合，かんざし筋以外の項目の検定が行わ
れ，保有耐力接合部の場合，②アンカーボルト定着
耐力と，⑥柱型部せん断設計以外の検定が行われる。

一方，既製品露出柱脚の場合，いずれも②アンカ
ーボルト定着耐力にかかわる検定を省略し，既製品
露出柱脚の種類によって，保有耐力接合部と非保有
耐力接合部が区別されるので，⑥柱型部せん断設計
の検定を省略する場合と省略しない場合がある。
⦿標準使用材料と計算条件

標準使用材料では，表2に示すように，1.部材ご
との鉄筋は，SS7本体で設計者が定めた基礎柱の主
筋と横補強筋を選択指定としている。

次に，計算条件は，露出柱脚編による検定計算の
選択因子を選定できるようにしている。その際，設
計限界変形角RUDは，露出柱脚編5.3節による柱型
横補強筋と定着部拘束筋の全補強筋量Σ（pjwh･σwy）
の支配因子であり，初期値（1/50）は露出柱脚編5.3
節の設計区分Ⅱの値としている。また，ト形，十字
形の終局強度設計用せん断力Qcuは，通常，梁曲げ
終局耐力時柱せん断力cQguとしている（露出柱脚編
5.1節）。なお，2020年1月リリースの際，L形，T
形接合部の終局強度設計用せん断力について，安定
した解析値が得られるように，内法スパン中央の反
曲点位置を採用している（露出柱脚編5.1節）。
⦿既製品露出柱脚・各部寸法一覧

SS7組込プログラムでは，既製品露出柱脚の場
合，表3に例示するように，露出柱脚編3章（2）（a）
のアンカーボルトに関する構造規定の適否の判別に
用いる諸元，ならびに露出柱脚編・式（5.1.4）中の
基礎梁上面から，ベースプレート上面までの寸法
Ltoを各部寸法諸元より計算している。同表中の各

表 1　SS7 組込プログラムの検討項目と検定内容

検討項目
在来露出柱脚

既製品
露出柱脚非保有耐

力接合
保有耐力
接合

①基礎梁主筋定着長さ確保の検定（4.2節） ○ ○ ○
② アンカーボルト定着耐力から基礎柱主筋

の選定（4.1節） ○ × ×

③柱型横補強筋組数の選定（3章） ○ ○ ○
④定着部拘束筋の必要組数の選定（5.4節） ○ ○ ○
⑤ 柱型補強筋と定着部拘束筋の全補強筋量

の検定（5.3節） ○ ○ ○

⑥柱型部せん断設計（5.1節，5.2節） ○ × △
かんざし筋（5.5節） ×
かぶり厚さ（3章（2）（b）5），4.2節3）） ×

表 3　既製品露出柱脚・各部寸法一覧
ベースパック・S3型（柱脚ヒンジタイプ）

製品記号 Lab

（mm）
Lto

（mm）
t

（mm）
da

（mm）
Dc0

（mm）

NT30-19S3 600 80 50 39 800
NT35-16S3 650 80 50 45 800
NT35-19S3 600 80 50 36 850
NT35-22S3 600 80 50 36 850
NT35-25S3 600 80 50 39 850
NT40-16S3 600 80 50 36 900
NT40-19S3 600 80 50 39 900
NT40-22S3 600 80 50 39 900
NT40-25S3 650 85 55 42 950
NT45-16S3 600 85 55 39 950
NT45-19S3 650 85 55 42 1,000
NT45-22S3 650 85 55 42 1,000
NT45-25S3 650 90 60 45 1,050
NT45-28S3 700 95 65 48 1,100

ベースパック全製品のグラウト厚さ：すべて30mm
注： 2018.12版では，Dc0をペースプレートサイズ＋200mmとし，2019.4版で

は，daとDc0をメーカー設計ハンドブックの値とする

表 4　柱型せいDc の採用方法
柱せい入力値※1 既製品露出柱脚 在来柱脚

“－1”  を入力 柱せい自動算出※2 柱せい入力値の採用
“0”を入力

または入力なし 柱せい入力値の採用※3 柱せい入力値の採用

“1以上”を入力 左記の入力値 左記の入力値
※1：柱せいDc入力時のコマンド，入力はDx, Dyごとに設定
※2：柱せいDcの自動算出は，既製品露出柱脚の柱せい設計値を用いて行う
※3：柱せいDc入力値なしの場合，Dc＝ベースプレート寸法＋200mmとする

表 2　標準使用材料と計算条件
項目 説明 初期値

榎準使用材料

1. 部材ごとの鉄筋
基礎柱 基礎柱の主筋をリストから選択指定

横補強筋 基礎柱の横補強筋をリストから選択
指定

2基礎柱の鉄筋位置
入力方法 dtとかぶりの入力方法の選択

dt
基礎柱面からのXY方向主筋中心位
置の入力指定 60

かぶり XY方向のかぶり厚さの入力指定 40
計算条件

基礎梁主筋必要定着
長さ比 lag/Lag

基礎梁主筋定着長さの検定に用い
るlag/Lagを指定 1.00

柱型主筋上端 柱型主筋上端の定着方法（直線定着
または定着金物付き）の指定

直線
定着

設計限界層間変形角
X方向，Y方向

Σpjwh検定に用いる設計限界層間変
形角RUD（l/50または1/75）の選択 1/50

卜形，十字形の終局
強度設計用せん断力
Qcu

せん断設計に用いるcOgu, cOcuまた
はmin（cQgu, cQcu）の選択

（通常， cQguを選択）
cQgu

表 5　SS7 本体での在来露出柱脚の検定項目と検定式
検定項目 検定式 設計応力式 耐力式

コンクリート破壊
（縁辺剥落）防止

C1 < Fc

（C1 ≧ 0）
C1 = cy/（2Bc・x）
cy = nt・at・bσ y + N, x = （Dc－D）/2 Fc

アンカーボルト定着 Tu < Tp Tu = nt・at・bσy Tp = O. 31φ1・   Fc・Ach

せん断破壊の防止
（ボルト1本） e1 < ex, ey e1 = 0.54  （bσy/tσt）・d ex, ey

せん断破壊の防止
（ボルト列状） QD < Q QD ：柱脚に作用するせん断力 Q = 0.31φ1・   Fc・Ach

上表中の検定式，耐力式，設計応力式：SS7解説書（計算編）6.8S造（柱脚）による

表 6　出力項目と出力内容
出力項目 出力内容

定着金物 選択した定着金物の表示
柱脚形式 検定対象柱脚形式名の表示

基礎梁定着

不足 定着長さが柱型内に納まらない箇所数の表示
不適 選択材料がSABTEC指針適用外箇所数の表示
不可 鉄筋の計算ができない部材数の表示

要確認 設計図で形状を確認すべき箇所数の表示

アンカーポルトおよび基礎柱NG ・ アンカーポルト間鉄筋間隔の規定，柱主筋比pg ≧0.6%，Xn/Dp≦0.25，最小長さの規定を満足しない箇所数の表示
・Dc＊付き，Dc＋付き（柱寸法自動算出）箇所数の表示

基礎柱補強筋NG ∑pjwh・σwy ≧ 必要補強筋量を満足しない箇所数の表示
（λp <1.0の時はλp ＝ 1.0 として計算し，NGを出力）

柱型部せん断設計NG λp≧1.0を満足しない箇所数の表示
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